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図1-1-7　高齢者の自宅での在宅医療を進める上での問題点
（国民，n=1,313）
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３）終末期医療 

自分自身が終末期医療を受けたい場所は、国民の 36.9％が「ホスピスなどの緩和ケ

ア施設」と回答し、前回調査でもっとも多かった「自宅」（前回 33.8％、今回 32.7％）

を上回った（図 1-1-8）。家族の終末期医療についても同様の傾向が示された。 
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図1-1-8　終末期医療を受けたい場所(第2回n=1,364　第3回n=1,313）
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